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＜連絡事項＞
・食事発注の際、合併症室患者様（長根様・内城様）の現在の食事形態（例：アイソジェン2P）も入力するようにして下さい。
・日誌の業務実績の打ち込みの際、早番→早Ａ　遅番→遅Ｃ　と確実に入力して下さい。（「早」だけだと、早退と間違える可能性がある為）
＜患者様連絡事項＞

・坂　貢様～　両臀部の掻痒感を訴え、確認したところ乾性の湿疹あります。月曜日の皮膚科診察の際、情報提供して下さい。また本日の昼よりエンシュア・リキッドが3本／日となります。確実に提供して下さい。
・七戸　キミ様～　現在の食事形態は「魚禁」ですが、本人様より「魚が食べたい」と希望があります。月曜日に主治医へ報告し変更する予定です。食事変更指示箋はＤｒファイルに挟めていますので、月曜日のリーダーは情報提供お願いします。

・林　田鶴子様～　排便が8日（－）の為、主治医指示にてグリセリン浣腸施行しています。多量の反応便確認しています。
＜措置患者様ケース検討＞

・佐々木　尚子様　　　　　　　　　　　　　　　
問題点　「嘔吐と体重管理」
Ｏ－Ｐ　1.体重変化の観察　2.血液検査データの観察　3.バイタルサイン
　　　　　4.オヤツはパン半分（1種類のみ）、リンゴのみ。

アメ1ヶ（起床時・11：00・16：00・夕食後）

※スタッフを変えてもらおうとする事あり。スタッフ間でのチェックが必要。

5.オヤツの摂取状況　6.食事摂取状況　7.服薬状況
　ＴＥ－Ｐ　1.嘔吐した際は、その理由について尋ねる。2.嘔吐したくなったときの理由

と別の対応策を本人と話し合う。　3.アメを渡す時は、隠し持つ可能性がある為袋から出して渡す。　4.嘔吐をスタッフサイドで発見した時はパン半分

→　5㎝へ変更　5.オヤツはスタッフが目の届く所（ホールなど）で摂取して頂く。母様の情報でオヤツを一気に食べる事があるとの事。誤嚥に注意。
・本人様にはその都度、食事・間食に関しての管理の必要性は説明していますが、オヤツの摂取場所（目の届く所）に関して指摘すると不機嫌になり（食べている姿を見られたくない）普段の食事摂取状況にも変化が出てくる（主食の残食がある）傾向です。自身の精神状態によりスタッフを操作する事もあります。オヤツを提供する際は、摂取場所を説明し、摂取状況も確認して下さい。また特定患者様（北山様）との過度な接触にも注意して下さい。
＜リスク把握評価・検討＞
・今回は暴力について、各スタッフでディスカッションしています。

　暴力行為は精神科特有のリスクであり、急性期では稀に見られる行為です。暴力に至る過程で、何かしらの精神状態の変化があります。また前記とは対照的に衝動的に暴力行為に至る患者様もいますので、その患者様の暴力行為に至る前後の状態観察も考慮して介入しましょう。

・暴力行為が考えられる患者様（5月24日現在）

　川村　和則様・和田　昌様・藤井　孝蔵様・高間木　八男様・大沢　とくゑ様

　佐藤　光男様・寺地　利代子様・坪　邦俊様・河村　勝男様・上村　昭悟郎様

　













